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毎月18日は「３食ごはんの日」
新たな年度の始まりも 朝のごはんでスタートダッシュ

 

第６回 栃木県農業大賞受賞者の（株）Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｙａｒｄ（ユニバーサル・ヤード）の
舛田愛さん・真由美さん夫妻（写真右）とブドウ生産者の野口夏希さん（同左）

第６回 栃木県農業大賞で
　ＪＡしもつけ管内の２経営体が受賞 …２
令和６年度 事業運営委員会結果報告
　　　　　　　　　　　　…４～５
ＪＡ委員・班長制度の見直しについて…12

３

 今年度から順次リニューアル　～広報誌「しもつけ」は ここ が変わります～

　① 営農に関する情報を特集面「営農最前線」コーナーに特化
　② 従来、回覧していた「とりまとめ」に関する情報も広報誌面内でご紹介 してまいります

　これからも組合員の皆さまのお役に立つ広報誌「しもつけ」を目指します



Contents ＪＡしもつけ 3月号 2025.3　 311
No.

2

3

4～5
6

7

特集　営農最前線

第６回栃木県農業大賞

トップコラム

事業運営委員会アンケート

JA自己改革等に関するアンケート集計結果

直売所通信

しもつけトピックス

2025年は「国際協同組合年」

みんなのひろば

2025年は国際協同組合年です

しもつけ文芸

しもつけインフォメーション

今月のお楽しみ

8～9

10

11

12～15
16
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Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
管
内
で
２
経
営
体
が
受
賞

特集

メモ

　農業を巡る情勢が変化する中、農業経営の改
善や農村地域の活性化に意欲的に取り組み地域
社会の発展に大きく貢献する、あるいは新たな
着想による活動に取り組むことで一定の成果を
収める農業者を表彰するコンクールです。

　１月 31 日、栃木県公館で「令
和６（２０２４）年度第６回栃
木県農業大賞」の表彰式が開か
れました。ＪＡしもつけ管内で
は「農業経営の部」で、栃木地
区の株式会社 Universal Yard

（ユニバーサル・ヤード）代表の
舛田愛さん・真由美さん夫妻が、
そして「芽吹き力賞」で、岩舟
地区のブドウ生産者の野口夏希
さんがそれぞれ栃木県知事賞を
受賞しました。

栃木県農業大賞とは

　（株）Universal�Yard は、トマトの越冬作型１２０ａを中
心に経営しています。データ分析に基づく生産管理や改善、
作業動線を考慮した労働環境整備の取り組みの他、地域農業
のリーダーとして、若手生産者への栽培技術や労務管理を指
導するなどの取り組みが高く評価されました。
　また、野口さんは実家のブドウ園をＵターン就農して、有
利販売につながるブドウ栽培を目指しています。中でも、貯
蔵ブドウの導入や夏の高温対策への取り組みが、今後の産地
発展に貢献するとの期待から、今回の受賞につながりました。

賞状を手に記念撮影に臨む舛田さん夫妻（写真右）と野口さん（写真左）

令和６（2024）年度

第６回栃木県農業大賞
農業経営の部

芽吹き力賞

栃木県知事賞

栃木県知事賞

株式会社 Universal Yard
（代表　舛田 愛さん・真由美さん夫妻）

ブドウ生産者
野口 夏希さん
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次回は４月号で、藤岡地区選出の理事４名をご紹介します。

　この「トップ・コラム」コーナーでは、このたびの役員改選に伴い、
すべての役員の皆さまに月替わりでご登場いただき、役員の任にあ
たる上での所信や地域農業・JA・日頃の営農やくらしについて「今」
の「思い」を語っていただきます。
　今回は、大平地区選出の理事３名をご紹介いたします。

　昨年５月の役員改選で理事に就任し、委員会については企画・総務部門を担当しています。現
在は、水稲や麦、大豆、ニラなどを育て、㈱あらかわファームとして会社運営にも取り組んでい
ます。趣味は月に１回のゴルフで、日常の疲れを癒しています。
　また、私は栃木市の農業委員として、農地の貸借に関する仲介や新規就農者の支援を行ってい
ます。これまでに培った農業の経験を惜しみなく共有し、他の農業者や新規就農者の発展を支援
することにやりがいを感じるとともに、自身のモチベーション向上にもつながっています。
　組合員の皆さまがJAに頼りやすい体制を目指し、疑問を積極的に質問することで自身の理解
を深めてまいります。この理解を皆さまへの発信や意見交換を通じて共有し、共通の認識を持つ
ことが農業や地域、JAの発展に寄与できると信じています。これからも、より良い未来を築く
ために努力し続け、地域の皆さまと共に成長していきたいと考えています。

大平地区 筆頭理事　荒川 則夫

　私は、昨年５月の役員改選により大平地区の理事に就任しました。トマト15ａと水稲2.5ha
を作付けしています。家が農家であったことから、学校卒業後、先進農家で１年間研修しトマト
の栽培を始めました。農業のキャリアは50年を超えました。
　趣味はゴルフです。30年近く前に、トマトの生産者仲間と始めたのがきっかけでした。農作
業の他に、農業委員の仕事などもあり、なかなか時間が取れずにいますが、今でも年数回は仲間
とともにラウンドしています。
　理事として果たしたいことは、農家の農業離れを防ぐことです。特に、生産物の適正価格を維
持し、農家所得の増大につながるよう、努めていきたいです。また、地域の組合員にJAの理念
や事業を正しく理解してもらうことで、JAと組合員、そして組合員同士のつながりをより強固
にしていきたいと考えています。
　今後、皆さまのご協力を得ながら、理事としての職務を全うしてまいりたいと考えております
ので、どうぞよろしくお願いいたします。

大平地区 理事　平本 勲

　昨年５月の役員改選で理事に就任し、委員会については信用・共済部門を担当しています。現
在は米を1.2ha育てています。桃や栗、サツマイモが大好きな私は、毎月1回、福島県や茨城県
のJA直売所を訪れ、地元の新鮮な農産物を求めドライブをしています。
　さて、私が最近考える地域農業の課題は「担い手不足」についてです。この課題解決には農業
の省力化が不可欠だと考え、今年からリゾケアやカルパーコーティングといった技術を水稲作業
に導入し、試験的に運用することにしました。これにより得られた成果や状況を周囲と積極的に
共有し、効率的な農業を実現していきたいと考えています。
　私の理事としての務めは、組合員とJAの架け橋となり、農業・地域・JAが持続的に発展する
ための手助けをすることです。皆さまの意思をしっかりと聞き取り、JA事業に反映させること
が重要です。今後とも組合員の皆さまからのご支援・ご協力をいただきながら、職務を全うして
いきたいと考えています。

大平地区 理事　田中 良司
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持
続
可
能
な
農
業
・
地
域
共
生
の
未

来
づ
く
り
、
基
本
目
標
1
の
購
買
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
と
比
較

し
て
グ
ラ
フ
が
増
加
し
て
い
る
が
、
肥
料

や
農
薬
の
価
格
が
高
騰
し
た
の
で
増
え
て

い
る
の
か
、
取
り
扱
い
の
数
が
増
え
た
の

か
知
り
た
い
。

　
　

価
格
高
騰
に
加
え
、一
発
低
コ
ス
ト
肥

料
の
増
加
お
よ
び
大
型
規
格
の
取
扱
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　

購
買
品
を
チ
ラ
シ
で
回
覧
し
て
い
る

件
に
つ
い
て
や
め
て
ほ
し
い
。
組
合
員
以
外

の
人
の
手
を
煩
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
回
覧
を
行
っ
て
い

て
効
果
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
そ
う
い
っ

た
方
々
へ
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

効
果
が
あ
る
の
か
、
続
け
る
べ
き
か
、

廃
止
し
て
も
い
い
の
か
議
論
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
中
身
を
吟
味
し
て
必
要
な

も
の
だ
け
を
お
願
い
し
、
負
担
が
掛
か
る

と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
も
、
回
覧
か
個
人
対

応
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

来
年
主
食
用
米
の
出
荷
が
増
え
る
と

思
う
が
、
カ
メ
ム
シ
等
の
問
題
で
品
質
が

悪
く
な
る
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
で
は
買
い
取
っ
た

米
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の

か
。
色
選
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　

色
選
の
導
入
を
考
え
る
余
地
は
あ
り

ま
す
が
、
費
用
が
掛
か
る
こ
と
な
の
で
品

質
が
悪
い
か
ら
と
言
っ
て
端
的
に
入
れ
る
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
十
分
検
討
し

て
い
き
ま
す
が
、
来
年
か
ら
導
入
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
２
０
２
４
、

こ
の
中
で
「
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防
止
」

と
あ
っ
た
の
で
す
が
、
具
体
的
に
こ
れ
が
ど

れ
く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

Ｊ
Ａ
の
経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
で
出
資
型
法
人
を
立
ち
上
げ
る
と
な
る

と
、
Ｒ
Ｃ
利
用
料
引
き
上
げ
、
販
売
手
数

料
の
改
定
等
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
負

担
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
状
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
が
危
う
く
な
る
よ
う

な
事
業
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
農
林

中
央
金
庫
か
ら
の
配
当
金
が
再
開
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
が
安
定
す
る
ま
で
は
、

出
資
型
法
人
の
立
ち
上
げ
は
見
合
わ
せ
る

よ
う
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

女
性
会
に
入
っ
て
い
る
が
、
北
部
と
南

部
に
分
か
れ
、
最
初
の
頃
は
南
部
の
事
務

局
職
員
が
南
部
の
3
地
区
を
担
当
す
る
と

【
購
買
】

栃
木
地
区

藤
岡
地
区

【
営
農
】

藤
岡
地
区

【
女
性
会
】

岩
舟
地
区

Q  A  Q  

Q  A  A  

Q  A  Q  

　

令
和
6
年
12
月
6
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
管
内
６
地
区
で
令
和
6
年
度
事
業
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
定
数
２
１
５
人
の
う
ち
１
１
８
人
に
出
席
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
多
数
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

♦
令
和
6
年
度
事
業
運
営
委
員
会
結
果
報
告
♦

主
な
ご
意
見
・
要
望
等
と
回
答

　

…
意
見
・
要
望　
　

・
…
回
答

Q  

A  

岩
舟
地
区



しもつけ5

い
う
話
だ
っ
た
。
現
在
、
岩
舟
は
本
店
職
員

が
来
て
く
れ
て
い
る
。
今
日
の
再
編
と
か

コ
ス
ト
削
減
と
か
を
聞
い
て
い
る
と
、
や

は
り
2
人
体
制
で
3
地
区
を
担
当
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
も
そ
ろ
そ
ろ
使
え
な
く

な
る
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま
う
。
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

　
　

旧
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま

で
通
り
使
用
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

閉
鎖
の
予
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
引
続
き

女
性
会
の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
体
制

整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

支
店
で
昼
休
み
が
１
時
間
あ
り
、
窓

口
を
閉
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

交
代
で
対
応
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
の

か
。　

　
　

支
店
の
窓
口
業
務
は
交
代
で
昼
休
み

を
取
る
よ
う
調
整
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

事
務
量
の
増
加
と
人
材
確
保
が
難
し
い
状

況
か
ら
、
昼
休
み
が
１
時
間
に
満
た
な
い
、

あ
る
い
は
15
時
過
ぎ
の
昼
食
等
、
働
き
易

い
環
境
と
は
言
え
な
い
ケ
ー
ス
も
発
生
し

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
を
含

む
他
の
金
融
機
関
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る

昼
休
み
を
導
入
し
、
人
材
確
保
や
職
場
環

境
の
改
善
に
努
め
た
い
と
の
考
え
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
　

農
林
中
央
金
庫
の
件
で
、
劣
後
債
を
預

け
て
い
た
が
、
以
前
に
償
還
さ
れ
る
予
定
だ

と
聞
い
て
い
た
。
償
還
さ
れ
た
後
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　

報
道
等
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
今

般
の
農
林
中
央
金
庫
の
財
務
状
況
等
を
踏

ま
え
た
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
協
力
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
永
久
劣
後
ロ
ー

ン
を
繰
上
償
還
の
う
え
、
後
配
出
資
増
資

を
引
き
受
け
る
も
の
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
実
質
的
に
一
つ
の
金
融
機

関
と
し
て
機
能
す
る
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
お
い

て
、
農
林
中
央
金
庫
の
集
中
運
用
、
安
定

還
元
機
能
は
今
後
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
応
の
協
力
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
、
新
た
な
協
力
要
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
理
事
会
等
で
検
討
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
　

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
Ｊ
Ａ
は
国
か
ら
一
層
の
合
理
化
や

収
支
改
善
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
、

営
農
経
済
部
門
の
機
構
再
編
を
実
施
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用

に
よ
る
業
務
の
合
理
化
や
、
遊
休
資
産
の

処
分
、
人
材
育
成
・
確
保
、
女
性
の
Ｊ
Ａ

運
営
参
画
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

総
代
に
つ
い
て
、
私
の
地
区
で
は
農
家

も
減
り
、
高
齢
化
も
進
み
、
選
出
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
定
数
を
農
家
の
多
い
地
域
に

配
分
す
る
な
ど
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

時
代
の
変
遷
に
よ
り
集
落
の
形
態
も

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
総
代
の
選
出
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
総
代
の
定
数
に
つ
い
て
、
集
落
組
織

が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
今
後
検
討

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

都
賀
・
壬
生
・
大
平
地
区
に
お
い
て
は
、
意
見
・

要
望
等
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
最
後
に
）

　

こ
の
度
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
掲
載
が
で
き
な
か
っ
た

内
容
に
つ
い
て
も
、
現
在
関
係
部
署
に
よ
る
対

応
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業

運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

A  Q  A  

Q  A  Q  

Q  A  

【
信
用
】

岩
舟
地
区

【
企
画
】

岩
舟
地
区

【
集
落
組
織
】

藤
岡
地
区

A  



ＪＡ自己改革等に関するアンケート集計結果

　令和６年 12 月に事業運営委員会に参加された方を対象に 「JA自己改革等に関する

アンケート」 を行いました。 アンケートの集計結果をお伝えいたします。

アンケート結果
実施方法： R６年12月　事業運営委員会にて出席者へ配布、回収
全地区出席者：１１８名　　
アンケート回収：１０１名（地区別内訳：栃木24名、都賀15名、壬生16名、大平13名、藤岡16名、岩舟17名）
回収率：８５．６％

回答者　

Ｑ１． 『農業者の所得増大・農業生産の拡大』について

現時点での評価をお聞かせください

Ｑ２．『経営基盤の確立・強化』について

①評価できる

②ある程度評価できる

③あまり評価できない

④評価できない

⑤その他

①評価できる

②ある程度評価できる

③あまり評価できない

④評価できない

⑤その他

①＋②　計74名　73.3％

アンケートへのご協力

まことにありがとうございました。

性別

23.8％

2.9%

73.3％

年代

3.0％

1.0％ 0.0％
0.9％

8.9％
認定農業者

「自己改革工程表」の令和６年度取組み実績について

無回答
5.0％

②
67.3％

①
11.9％

⑤
6.9％

④
0.0％

③
8.9％

Ｑ３．『対話・意思反映』について

①評価できる

②ある程度評価できる

③あまり評価できない

④評価できない

⑤その他

①＋②　計75名　74.3％

①＋②　計80名　79.2％

■　男性　■　女性　■　無回答 ■　20代　■　30代　■　40代　■　50代
■　60代　■　70代　■　80代以上　■　無回答

■　認定農業者　■　認定農業者でない
■　無回答

現時点での評価をお聞かせください

現時点での評価をお聞かせください

無回答
6.8％

②
58.4％

①
14.9％

⑤
4.0％

④
2.0％

③
13.9％

無回答
3.9％

②
61.4％

①
12.9％

⑤
5.0％

④
0.0％

③
16.8％

37.6％

34.7％

13.9％

61.4％

35.6％

3.0％

しもつけ ₆



しもつけ₇

ポイント3倍デーポイント3倍デーポイント3倍デー
３月８日（土）・12日（水）

　　  2２日（土）・26日（水）

ポチカ　ポチカ　ポチカ　
３月の　３月の　３月の　

◎ JA しもつけの“赤い特産”イチゴとトマトがおいしい季節です♪
　《赤色は縁起良し‼ JA しもつけの赤い味覚は
　「おいしさ」「栄養」満点です♪》

３月15日土 ・16日 日 の２days

【地元の伝統野菜“かき菜”がおいしい季節です‼】

店長おすすめ

【直売所に野菜を出してみませんか？出荷者大募集中‼】
～自慢の野菜をいろんな人に食べてもらいませんか？～

◆野菜を作ったけど全部食べ切れない・・・
◆自分の作った野菜に自信がある‼
◆おいしくできた野菜をみんなに食べてもらいたい‼
�そんな方におススメ‼一緒に栃木の“農”を盛り上げていきませんか？
生産規模の大小や、品目の数は関係ありません♪
興味のある方はぜひご連絡くださ～い‼
　　　営農経済部　産直課　0282-20-8828
　　　■栃木、壬生地区担当　熊倉�久徳　■都賀、大平地区担当　中田�佳佑

彼岸といえば…「ぼたもち」と「おはぎ」の違いをご存じですか？
　彼岸は“春分の日”と“秋分の日”を中日とした前後1週間をさし、この期間はこの世とあの世
が最も近づく日とされ、墓や仏壇の掃除を行うのが通例となっています♪
　また、彼岸のお供え物といえば「ぼたもち」と「おはぎ」ですが、２つの違いをご存じですか？
　実は、その季節に咲く花によって呼び名が変わります♪
　春に咲くボタンの花のように、大きめに“こしあん”で作ったものを「牡丹餅＝ぼたもち」、秋
に咲く萩の花のように、小ぶりで“粒あん”で作ったものを「お萩＝おはぎ」と呼びます♪
　最近では、イチゴやナッツをトッピングしたり、かわいい形にした“進化系ぼたもち”も人気です♪
この時季に家族でぼたもち作りに挑戦してみてはいかがでしょうか？

春はもうすぐそこ 地元の“真っ赤な特産”が食べ頃です♪

しもつけ赤いもんフェスティバル

ポイントが

お得なポチカ

なんと ３倍

イチゴ　…栃木美人の美肌の秘訣‼小さな果実に魅力ぎっしり♪
トマト　… 真っ赤なトマトは彩りにも大活躍♪主役にも脇役にも、

煮ても焼いても活躍する万能選手‼

☆春彼岸到来♪人気商品がお買い得です♪
地場産切花・草餅・あんこ・ホウレン草・セリ

　両毛地区で古くから栽培されている“かき菜”♪「佐野の茎立」として万葉集にも登場しており、春を
呼ぶ野菜として親しまれています‼この季節は冬の寒さに当てられ、甘みも抜群♪今回はそんなかき菜の
おすすめレシピをご紹介します♪

かき菜とマイタケの明太マヨ和え　
・ かき菜を３㎝幅に切りそろえ、マイタケは石づきを落としてほぐします♪
・ 電子レンジで、600ｗで３分ほど加熱し、火が通るようになったら、明太子、マヨネーズを加え、お好みの
味に調えて完成です‼

かき菜とトマト＆カキdeサッパリ炒め　
・ かき菜は３㎝幅に切りそろえ、トマトは8等分にします♪フライパンに中火で熱し、バターを溶かしてカキを
炒めて火が通ったら、かき菜とトマトを加えて1分ほど炒めます♪そこにポン酢大さじ3、砂糖小さじ2、すり
おろしニンニク小さじ1を加えて味がなじむまで炒めたら完成♪カキを豚肉や鶏肉にかえてもおいしいです‼



　都賀地区でトマト70
ａを育てる黒川寧之さん
（43）は、生産技術の
向上と最大限のコストパ
フォーマンスを追求する
意欲的な農業経営に力を
注いでいます。

　都賀／Ａ・Ｋさん／７０歳／女性
　最近、豆苗を育てており、朝晩お水をあげています。
面白いほど生育が良いので、楽しくなります。今後
も「ささやかな栽培意欲に燃えて」頑張ります。

　毎日、お世話をするだけ「成長」で応えてくれるのは、
育てがいがありますよね。豆苗は、β -カロテンやビ
タミンＣなどの栄養素が豊富とのことです。これから
も、Ａ・Ｋさんの健康のためにも栽培に、消費に励ん
でくださいね。

　このコーナーでおしゃべりをしませんか。農作業のこと、子育てのこと、
介護のこと、またＪＡについてのご意見など、今感じていることや思って
いることをお便り下さい。　（掲載できない場合もあります）

　都賀／Ａ・Ｔさん／７８歳／男性
　一昨年の 12 月、お祝いにいただいたコチョウ
ランの花が、昨年の秋に 12 個咲きました。次か
ら次へと蕾が膨らむのを大切に育ててきました。
喜びの出来事です。

　お祝いにコチョウランをいただいて、さらに花が咲
くとは、喜びの連続ですね。コチョウランを贈られ
た方にとっても、うれしい便りになったのではないで
しょうか。

　黒川さんは、父親の代に始まったトマト栽培
を継ぐ形で２０１４年に就農しました。就農を
決意したきっかけは、同年の大雪被害で父親の
トマトハウスが倒壊し、その苦境を目の当たり
にしたことでした。
　所属するＪＡしもつけトマト部会では、青年
部部長を務めています。近年、農業経営の厳し
さが増す中、生産技術の向上に加え、青年部と
して市場視察を行なっています。市場ニーズを
把握した最適な生産計画や価格変動を考慮し
た販売戦略の立案、品質管理の重要性を再認
識し、コストパフォーマンスの最大化を目指し
ています。

生産技術の向上と
最大限のコストパフォーマンスを追求
都賀地区 黒川寧之さん（43）

　黒川さんは「まずは、地元の人が地
域の農産物を積極的に食べ、その価値
を認識することが大切です。より多く
の人にＪＡしもつけ産のトマトの魅力
を伝え、味わってもらいたいです」と
笑顔で話します。

しもつけ ₈



　都賀／Ｈ・Ｔさん／女性
　96歳まで生きた祖母。私が息子と実家に遊びに行くと、私たちと一緒に広報誌の「まちがい探し」コーナーに
挑戦するのが楽しみだと言っていたのを思い出し、久しぶりにやってみました。息子と祖母はいつも仲良しの「年
の差 90歳のお友達」でした。

　Ｈ・Ｔさんにとって、広報誌「しもつけ」がお祖母様との思い出であり、また息子さんにとっても曾祖母様との「年
の差 90歳」のお友達のコミュニケーションツールになったのだと思うと、編集担当としても心が温かくなります。

　壬生／Ｙ・Ｈさん／７５歳／女性
　昨年からキャベツの値段が高いことに驚いていましたが、今年になっても、まだ高いですね。八つ頭も 1,000
円を超えていてビックリです。生前、父がお正月近くになると「八つ頭が高くてビックリだ」と言っていたこ
とを思い出しました。八つ頭は父の代から作っているので、買わずに済んでいます。キャベツも虫がつかなけ
れば作りたいのですが…。

　お父様の代から作り続けている八つ頭。Ｙ・Ｈさん宅の伝統ですね。八つ頭は縁起物で、おせち料理には欠か
せない食材の一つですから、これからも引き続き、この伝統を守っていただければと思います。

み ん ひ ろ 井 戸 端 会 議
ちょっと
　聞いてよ

農機具をより正しく安全に
使う方法学ぶ

女性向け小型農機具講習会

管理機を操作する参加者

小型トラクターを操作する参加者

　女性農業者の活躍がさらに進む昨今、農
機具を正しく安全に使うために、ＪＡしも
つけは１月31日、北部アグリサポートセ
ンター周辺のほ場で「女性向け小型農機具
講習会」を開きました。事前に応募した女
性農業者20人が参加。農機具メーカーの
担当者やＪＡ全農とちぎしもつけ広域農機
センターの職員を講師に迎え、小型トラク
ターや管理機、草刈機などの小型農機具の
適正な使用方法を学びました。

　講習で受講者は、３班に分かれ、トラクター・管理機・
草刈機を順番に巡り、実際に小型農機具を操作しながら、
講師より使用時の留意点について説明を受けました。
　受講者の川田久子さんは「今まで自分が正しいと思って
いた操作方法が誤っていたことに気が付いて良かった。農
機具の機能や技術も年々進化し、操作方法も変わってい
くので、今後も新しい知識を得ながら、自らの営農活動に
役立てたいと思う」と話しました。

しもつけ9



IYC2025
2025年は

「国際協同組合年」です
国連は2023年11月３日の国連総会で、

25年を「国際協同組合年」（IYC= International Year of Cooperatives）と

することを宣言しました。これは、12年に続き２回目です。

協力：IYC2025全国実行委員会（事務局：日本協同組合連携機構）　イラスト：ゆきたけし

　
　

国
連
の
「
国
際
年
」
っ
て
？

　

国
連
で
は
、
１
９
５
７
年
か
ら
国
際
年
を

設
定
し
て
い
ま
す
（
同
年
は
国
際
地
球
観
測

年
）
。
国
際
年
に
は
、
世
界
に
共
通
す
る
重
要

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
国
や
世
界
全
体
が
１
年

間
を
通
じ
て
呼
び
か
け
や
対
策
を
行
う
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

国
際
協
同
組
合
同
盟
と
は
？

　

１
９
８
５
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
的
な
協
同

組
合
の
連
合
組
織
で
す
。
加
盟
組
織
は
１
０
３

カ
国
２
９
９
団
体
（
２
０
２
４
年
４
月
現
在
）

で
、
本
部
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
ベ
ル
ギ
ー
）
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
加
盟
組
織
傘
下
の

組
合
員
数
は
世
界
全
体
で
10
億
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
日
本
か
ら
は
17
組
織
が
加
盟
し
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
　

な
ぜ
国
連
は
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
を

　
　

設
定
し
た
の
？

　

国
連
は
国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と

連
携
を
図
り
、
国
際
協
同
組
合
デ
ー
の
開
催
、

国
連
総
会
に
お
け
る
協
同
組
合
振
興
決
議
、
協

同
組
合
振
興
の
た
め
の
国
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
な
ど
、
協
同
組
合
振
興
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
国
連
が
協
同
組
合
を
重
視
す
る
の
は
、
協

同
組
合
が
事
業
や
活
動
を
通
じ
て
、
女
性
、
若

者
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
人
々

の
経
済
社
会
開
発
へ
の
参
加
を
促
し
、
貧
困
の

根
絶
、
雇
用
の
創
出
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の

強
化
に
貢
献
し
、
持
続
可
能
な
開
発
な
ど
に
貢

献
で
き
る
企
業
体
・
社
会
的
事
業
体
だ
、
と
評

価
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

国
連
は
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
を
通
じ
て
、
次
の

取
り
組
み
を
講
じ
る
よ
う
、
各
国
政
府
や
関
係

機
関
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

①
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実

現
に
向
け
た
協
同
組
合
の
実
践
、
社
会
や
経
済

の
発
展
へ
の
協
同
組
合
の
貢
献
に
対
す
る
認
知

を
高
め
る
。

②
協
同
組
合
の
発
展
を
支
援
し
、
協
同
組
合
を

振
興
す
る
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
協
同
組
合

　

協
同
組
合
は
、
誰
か
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と

で
解
決
を
図
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の

主
体
的
な
参
加
を
基
礎
に
、
生
産
や
暮
ら
し
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
協
同
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
解
決
の
道
を
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
い
う

団
体
で
す
。
自
ら
事
業
を
利
用
し
た
り
、
活
動

に
参
加
し
た
い
と
考
え
る
人
は
誰
で
も
加
入
で

き
る
オ
ー
プ
ン
な
組
織
で
あ
り
、
協
同
組
合
が

大
切
に
す
る
平
等
、
公
正
、
連
帯
と
い
う
考
え

方
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
合
致
し
ま
す
。

Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５

　

２
０
２
５
年
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
に
協

同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
学
び
、
実
践
し
、
発

信
し
ま
し
ょ
う
！

　

学
ぶ

　

Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
は
、
協
同
組
合
の
こ
と

を
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
て
共
感
や
信
頼
に
つ

な
げ
、
協
同
組
合
の
事
業
を
利
用
す
る
人
・

活
動
に
参
加
す
る
人
・
働
く
人
を
広
げ
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
「
２
０
２
５
年
国
際

協
同
組
合
年
」
を
Ｊ
Ａ
組
合
員
・
役
職
員
で

共
有
し
、
そ
の
意
義
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
践
す
る

　

他
の
協
同
組
合
や
企
業
、
団
体
と
つ
な
が

り
、
「
協
同
組
合
間
の
連
携
」
や
「
協
同
組

合
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
」
を
通
し

て
、
そ
の
事
業
や
活
動
に
触
れ
、
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

　

発
信
す
る

　

今
、
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
ま
し
ょ
う
。
発
信
す
る
こ
と
で
、
協
同

組
合
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
共
感

や
信
頼
に
つ
な
げ
、
協
同
組
合
の
組
合
員
と

し
て
事
業
を
利
用
す
る
人
、
活
動
に
参
加
す

る
人
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

協
同
の
輪
を
広
げ
て
、

　

日
本
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
協
同
組
合
と
し
て
地

域
で
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
！

第
１
次
産
業
生
産
者
の
協
同
組
合
と
し
て

　

地
域
の
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
経

営
・
技
術
指
導
、
低
コ
ス
ト
資
材
の
供
給
、
共

同
販
売
、
事
業
資
金
や
生
活
資
金
の
貸
し
付
け

な
ど
に
よ
り
、
組
合
員
の
農
業
経
営
と
生
活
を

守
る
こ
と
を
通
じ
、
消
費
者
へ
の
安
全
で
新
鮮

な
農
産
物
の
生
産
・
販
売
と
、
農
地
保
全
を
通

じ
て
美
し
い
国
土
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て

　

協
同
組
織
金
融
機
関
と
は
、
出
資
者
で
も
あ

る
組
合
員
が
預
貯
金
し
合
い
、
集
ま
っ
た
お

金
を
必
要
な
と
き
に
適
切
な
審
査
の
下
で
組
合

員
に
融
資
す
る
協
同
組
合
組
織
の
金
融
機
関
で

す
。
地
域
に
根
差
し
て
、
農
業
経
営
の
安
定
や

改
善
、
暮
ら
し
の
向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

解
決
・
価
値
創
造
を
手
伝
い
、
地
域
経
済
の
発

展
に
貢
献
し
ま
す
。

万
が
一
を
助
け
合
う
共
済
事
業

　

共
済
と
は
、
組
合
員
の
誰
か
が
困
っ
た
と
き

に
、
他
の
組
合
員
全
体
で
助
け
る
仕
組
み
で

す
。
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
危

険
（
災
害
・
交
通
事
故
な
ど
）
に
対
し
、
組
合

員
同
士
で
助
け
合
う
相
互
扶
助
を
具
現
化
し
た

保
障
事
業
で
す
。

医
療
・
福
祉
、
厚
生
事
業

　

地
域
に
密
着
し
た
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
通
じ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

設
定
し
た
の
？

　
　

な
ぜ
国
連
は
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
を

　
　

な
ぜ
国
連
は
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
を

　
　

設
定
し
た
の
？
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【
渋
柿
栃
木
支
部
】

満
を
持
す
山
茶
花
朝
の
湯
舟
か
な

探
梅
や
速
水
御
舟
の
絵
画
展

豆
撒
き
や
ま
く
も
ひ
ろ
ふ
も
ひ
と
り
な
る

名
刹
に
御
詠
歌
と
よ
む
春
北
斗

こ
の
星
の
下
に
生
か
さ
れ
春
北
斗

啓
蟄
や
納
屋
の
農
具
を
磨
き
た
る

目
つ
む
れ
ば
若
き
日
あ
り
ぬ
春
の
夜

平
成
の
備
蓄
を
の
み
ぬ
寒
の
水

人
形
の
や
う
な
比
丘
尼
や
御
開
帳

【
大
杉
句
会
】

歯
に
浸
む
る
郷
土
料
理
や
春
浅
し

歳
時
記
を
捲
り
遊
ぶ
や
春
の
頁

【
う
づ
ま
吟
社
】

梅
東
風
や
木
戸
を
つ
く
ろ
ふ
寺
男

春
寒
や
左
手
病
め
ば
右
の
手
も

後
ろ
髪
ひ
か
る
る
城
や
春
の
鳶

帰
国
せ
し
友
と
待
ち
合
ふ
伊
勢
詣

登
園
の
バ
ス
を
見
送
る
ひ
ば
り
東
風

保
育
所
の
歴
史
を
閉
ざ
す
牡
丹
雪

特
急
は
Ｘ
号
や
東
風
早
く

棟
上
げ
の
槌
音
た
か
し
東
風
深
く

機
関
車
の
方
向
転
換
日
脚
伸
ぶ

朝
東
風
や
漁
船
み
お
く
る
マ
リ
ア
像

【
結ゆ
い

句
会
】

道
の
駅
菜
の
花
の
束
春
み
っ
け

も
の
の
芽
の
思
い
思
い
の
山
路
か
な

母
退
院
す
九
十
八
回
目
の
春
近
し

寝
正
月
ロ
ー
ズ
ピ
ン
ク
の
紅
を
ひ
く

春
来
た
り
今
年
は
や
め
て
早
い
夏

雛
菓
子
に
よ
だ
れ
を
垂
ら
す
吊
し
雛

仲
間
ら
と
三
日
か
か
り
て
味
噌
づ
く
り
息こ子
も
手

伝
っ
て
無
事
に
仕
上
が
る

健
や
か
な
孫
や
曾
孫
に
い
や
さ
れ
て
未
来
を
期
待

日
々
繰
り
返
す

ひ
ま
わ
り
は
激
動
の
昭
和
頑
張
っ
た
方
介
護
師
さ

ん
の
苦
労
に
感
謝

面
会
が
叶
わ
ぬ
友
の
笑
顔
思
い
春
待
つ
思
い
を
ラ

イ
ン
で
送
る　

朝
日
浴
び
地
面
を
蹴
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
空
を
見

上
げ
て
今
日
を
生
き
て
く

コブシかハクモクレンか

　千昌夫の歌『北国の春』で「こぶし咲く……」と歌われるように、コブシは桜と同じように春を象
徴する花です。コブシの花言葉は、「歓迎」「友情」などで、卒業、入学シーズンにぴったりですね。
　コブシに似た花で、だいたい同じ時期に咲き出すのがハクモクレンです。東京辺りでは、ハクモ
クレンが咲き出してからだいたい 2、3週間で桜が開花する、というのを私は目安にしています。コ
ブシとハクモクレンは、植物図鑑でも似ている花として載っています。違いは、まず花の大きさです。
ハクモクレンの方が大きめで、10 ～15cmほどの花を咲かせます。コブシは7～10cmくらいです。
ハクモクレンは上を向いて咲き、花びらは全て開き切らないのも特徴です。コブシは横を向いて咲
くものもあり、花びらは手のひらを広げたように全て開きます。
　街が桜色に染まる前、春本番の序章として、白い花があちらこちらに咲き出します。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象予報士●檜山　靖洋

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
は
各
支
店
ま

た
は
本
店
総
務
課
ま
で
ど
し
ど
し
お
寄
せ

下
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
８
日
で
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

関
口
了
平

大
出
義
子

熊
倉
敬
枝

関
塚
ト
ヨ
子

川
俣
ミ
チ
子

下
村
孝
一

藤
沼
ト
シ
子

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

知
久
新
一

森
下
稲
子

黒
川
弘
賢

長
澤
俊
幸

大
出
義
子

小
出
典
子

太
島
秀
子

大
関
由
紀
江

島
田
和
子

村
田
ゆ
き

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

神

山

泰

男

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
厚
木

好

司

章

枝

上
岡
隆
三
（
藤
岡
）

黒
須
笑
夢
（
大
平
）

泉　

幸
代
（
栃
木
）

石
川
ト
ク
（
藤
岡
）

毛
塚　

雪
（
都
賀
）

木
村
陽
子
（
岩
舟
）

木
野
内
キ
ヨ
子
（
壬
生
）
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令和６年度広報誌令和６年度広報誌

・アグリサポートセンター始動の記事で、両事務所の所在地の地図を掲載してほしい
・ATMコーナー廃止や支店の営業時間変更に関する情報はもっと大きく目立たせて掲載して
　ほしい
・支店だよりのコーナーが今年度から始まったのは評価できるが、店舗内の雰囲気や職員の
　写真などの情報が掲載されているとより良いと思う

・年度当初の渉外担当職員の紹介コーナーは、今後も続けてほしい（予め顔と名前が分かって
　いると訪問された際にも安心できる）
・組合員の紹介記事は地域の農業者が身近に感じられるので、今後も積極的に取り上げてほしい
  （特に、若年層や新規就農者などを中心に）
・トップコラムは、役員の人となりや意気込みなどが伝わり、親近感が伝わるので良い

1年間にわたり貴重なご意見ありがとうございました1年間にわたり貴重なご意見ありがとうございました

６

回覧制度の運用変更について
１．概要

　今まで、JA委員・班長へお願いをしておりました回覧制度につきまして、
時代の変遷等により制度の運用に支障が生じており、今般見直しをするこ
とと致しました。
　今後につきましてはJA委員・班長への回覧依頼について、JAで内製化
し対応させていただきます。各集落の皆様におかれましては、長きにわた
り、JA事業へのご協力をいただき誠にありがとうございました。
　なお、回覧制度の内製化に伴い、令和７年度以降はJA班長のとりまとめ
は実施いたしません。（JA委員については継続してご選出いただきます。）

２．変更時期
　令和７年度より

３．その他
　これまでのJA回覧文書につきましては、広報誌掲載（別刷対応を含む）、
郵送等の方法により代替させていただきます。
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日　時：令和７年１月２９日（水）
　　　　午後１時３０分より
場　所：アプロニー５階
　　　　エメラルドホール

⑴12月末実績検討について
⑵令和７年度事業計画骨子について
⑶令和７年度機構の一部見直しについて
⑷信用事業方法書の一部改正について	
⑸その他

理事会報告第11回

あなたの「力」をあなたの「地域」で発揮しませんか
ＪＡしもつけでは令和８年度採用職員を募集中です

JAしもつけでは、下記のとおり令和８年度採用の新入職員を募集します。まずはお気軽にお問い合わせください。

令和８年度 ＪＡしもつけ職員募集要領
１．採用予定人数
　・大学・短大・専門学校卒業見込者または卒業者…10名程度
　・高校卒業見込者または卒業者…3名
　・社会人経験者…若干名
２．応募資格
　・�大学・短大・専門学校・高校卒業見込者または卒業者及び
社会人経験者

　・平成２(1990)年4月2日以降に生まれた者
　・ＪＡしもつけ管内またはその近郊に居住の者（居住予定者可）
　・普通自動車免許証所持（取得予定可）
３．採用試験の内容
（１）筆記試験
　　○大学・短大・専門学校卒・社会人
　　　総合適性テスト（オンライン）
　　○高校卒
　　　適性検査SPI
（２）面接試験
　　　筆記試験の合格者に対して面接試験を行います。
　　（一次（Web）・二次（対面））
　　　�なお、高校卒については筆記試験に引き続き個人面接（対

面）を実施し、総合的に判断します。
４．筆記試験日時
　　○大学・短大・専門学校卒・社会人
　　　�願書受付期間終了後、書類選考通過者は２週間程度以内

にWebにて行います。
　　○高校卒
　　　令和7年�9月19日（金）��午前�9時00分から　　
５．筆記試験会場（予定）
　　○大学・短大・専門学校卒、社会人
　　　Web会場
　　○高校卒
　　ＪＡしもつけ本店　栃木市片柳町2-1-44　　　　
６．出願手続
（１）提出書類
　　○大学・短大・専門学校卒、高校卒業者
　　　履歴書・エントリーシート　…　１通
　　（当JAホームページよりダウンロードして下さい）
　　　成績証明書、卒業証明書または卒業見込証明書�…�各１通
　　（成績証明書、卒業証明書または卒業見込証明書は二次面接時に持参して下さい）
　　○社会人経験者
　　　履歴書・エントリーシート　…　１通
　　（当JAホームページよりダウンロードして下さい）
　　　卒業証明書�…�１通
　　（卒業証明書は二次面接時に持参して下さい）
　　○高校卒業見込者
　　　履歴書、調査書�…�各１通
　　（いずれも全国統一応募用紙とします）
　　　写真�…�１枚（履歴書に貼付）

＜応募者共通事項＞
　　　①写真…１枚（高校卒業見込者は必ず履歴書に貼付して下さい）
　　　　�最近3ヵ月以内に撮影したもので、大きさは縦4cm　

横3cmとします。裏面には必ず撮影年月日、氏名を記
載して下さい。

　　　②�現住所と帰省先が別の場合は、電話番号を含めて両方
を履歴書に記入して下さい。

　　　③受付後の書類は返却しませんのでご了承下さい。
　　　④�大学・短大・専門学校卒、高校卒業者、社会人が提出

する履歴書・エントリーシートは当組合のオリジナル
様式となっております。

（２）願書受付期間
　　○大学・短大・専門学校卒、社会人
　　（１期）令和７年３月１日（土）～令和７年３月14日（金）必着
　　（２期）令和７年３月24日（月）～令和７年４月７日（月）必着
　　（３期）令和７年５月７日（水）～令和７年５月21日（水）必着

※以降は状況により実施します。
　　○高校卒
　　　令和７年９月５日（金）～令和７年９月９日（火）必着
（３）願書提出先
　　○大学・短大・専門学校卒、社会人
　　　�当組合の公式LINEにご登録後、リッチメニューの「書類

提出」記載のメールアドレスよりご提出、もしくは郵送
または持参して下さい。

　　○高校卒
　　　〒328-0053　栃木県栃木市片柳町2丁目1番44号
　　　ＪＡしもつけ　企画総務部人事課 TEL:0282(24)1181

※�郵送または持参して下さい。

７．試験案内通知
　　　�書類選考を通過した応募者に筆記試験の案内通知を送付

します。
　　　なお、高校卒業見込者の場合は、学校長へ連絡します。
８．採用条件
（１）採用時期　　　令和８年４月１日
（２）身　　分　　　職員（ただし、3ヵ月間は試用期間とします）
９．待　　遇
（１）初任給（大学卒）　　　　月給　190,000円（見込み）
　　　　　　（短大・専門卒）　月給　177,000円（見込み）
　　　　　　（高校卒）　　　　月給　165,000円（見込み）
　※�初任給については、本人の学歴及び民間企業等の勤務経験年数に応じて、初任給

の加算及び昇格年数の短縮の措置があり、当ＪＡの基準により決定されます。

（２）賞　与　　　　年�3回�（令和5(2023)年度実績）
（３）昇　給　　　　年�1回
（４）福利厚生等　　健康保険・雇用保険・労災保険・
　　　　　　　　　　厚生年金加入
10．就労時間および休日
（１）就業時間　　　午前�8時30分～午後�5時00分まで
（２）休　　日　　　土日・祝日・年末年始
（３）休　　暇　　　年次有給休暇　1年目10日間
　　　　　　　　　　�特別休暇　夏期�5日間、年末年始2日間、

その他
（４）勤務形態　　　配属される部署・業務により異なります。
　　　　　　　　　（変形労働時間制等）
11．勤務場所
　　　栃木市（西方町除く）、壬生町管内の事業所
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24097010383

JA佐野 佐野南支店
佐野中央支店

：2 4 - 2 3 3 2
：2 4 - 2 0 6 5

田 沼 支 店
葛 生 支 店

：6 2 - 1 2 1 2
：8 5 - 2 0 9 0〒327-0007　佐野市金吹町2351

45,140円
4,040円

14,910円
1,330円

39,080円
3,520円

16,480円
1,490円

24093010405

JAしもつけ
栃木駅前支店
栃木東支店
栃木西支店
都 賀 支 店

：2 0 - 8 8 2 1
：2 7 - 2 5 2 5
：3 1 - 1 7 9 4
：2 7 - 5 6 1 1

：8 2 - 1 1 1 1
：4 3 - 2 3 4 4
：6 2 - 4 3 3 3
：5 5 - 3 3 3 3

壬 生 支 店
大 平 支 店
藤 岡 支 店
岩 舟 支 店

〒328-0053　栃木市片柳町2-1-44
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　今月号のインフォメーション面でもお知らせしましたが、このたびＪＡ委員・班長制度の見直しに伴い、広報誌「しもつけ」の内容をより
凝縮して、組合員の皆さまに「寄り添った」誌面づくりを展開いたします。今年度も、変わらぬご愛顧をお願いいたします。（編集担当T）

編集
後記

令和７年３月１日発行No.311

月月
今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し み今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し みお
　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌
の編集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。

　

金
融
共
済
部
は
１
月
26
日
、
ア
プ
ロ
ニ
ー

で
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
確
定
申
告
セ
ミ

ナ
ー
」
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
７
世
帯
か
ら
10
人

が
参
加
。
長
年
に
わ
た
り
、
当
Ｊ
Ａ
の
顧
問

税
理
士
を
務
め
る
宇
都
宮
市
の
松
本
宏
税
理

士
を
講
師
に
迎
え
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
関

す
る
理
解
を
深
め
た
他
、
資
産
形
成
・
運
用

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
後
住
宅
ロ
ー
ン
の

利
用
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
と
の
取

引
を
続
け
る
顧
客
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
が
で
き

る
サ
ポ
ー
ト
は
何
か
を
考
え
て
、
今
回
の
初

開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

同
部
の
岡
本
靖
弘
部
長
は
「
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
制
度
を
正
し
く
理
解
・
活
用
す
る
こ

と
が
、
今
後
の
有
意
義
な
資
産
形
成
・
運
用

に
も
つ
な
が
る
。
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
そ
の

一
助
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

ま ちがい探しま ちがい探し

出題●イラスト：酒井栄子

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

　A　B　C　D　E　F　
　リ　ュ　ウ　ヒ　ョ　ウ

２月号
クロスワードパズルの答え

講師の説明に聴き入る参加者

住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
向
け
に

　

確
定
申
告
控
除
に
関
す
る

　
　

セ
ミ
ナ
ー
初
開
催

３３

「みんひろ井戸端会議」「クイズコーナー」へのご参加大募集中

お便りをいただいた方に抽選でステキな賞品をプレゼント。ハガキ・
封書での郵送、FAX、Eメール、あるいは JA職員にお渡しください。
なお、感想やコメントは『みんひろ井戸端会議』で掲載する場合があ
りますので、ご了承の上ご応募ください。

【あて先】
〒 328-0053　栃木市片柳町 2-1-44
　　　　　　　 ＪＡしもつけ総務課　広報係

【ＦＡＸ】0282(24)7882
【Ｅ-メール】hp-info@ja-shimotsuke.or.jp
①クイズの答え
② 広報誌の感想や最近のエピソードなど
③ 郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電

話番号をお忘れなく
２月号の当選者はこちらの方です。おめでとうございます。

須藤　恵美子さん(岩舟)
２月号の

当 選 者

あなたのお便り待ってます

締切は毎月20日（必着）
（20日が土・日・祝日の場合は、その次の営業日）

しもつけ 1₆


